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佐多：最近、電機会社が「ゆらぎ」の原理を用いた扇風
機を出すような時代になってきましたが、先生の「生命を
捉えなおす」という本（清水博著、中公新書、中央公論社）
では、すでに13年前に「ゆらぎ」の重要性について述べ
ておられますね。　
　
清水：その本は、生命の物質的な面だけではなく、情報
的な面、なかでも、生命の柔軟な自己組織というか、秩序
や調和を柔軟につくっていく原理に注目して書いたんです。
生命の本質は「ゆらぎ」といってもいいんですが、「冗長性」
がある。つまり、とても沢山の自由度があって、しかもその
一つ一つが違った状態で結びついてくるということだと思
うんです。たとえば、コップ一杯の水というものを考えても、
この中にはいろんな「ゆらぎ」の可能性があるんですが、
ゆらいでも、その中の状態は変わらない。ところが、生命の
場合には、冗長性が複雑なので、ゆらぐことによって変化
がある。そこが大きな違いです。　
　　
佐多：先生の生命関係学というのは、オリジナリティーに
富んだ仕事だと思うのですが、どういう考えで始められた
のでしょうか。　
　　
清水：私は、非常に複雑なもの、「冗長性」をどう表現す
るか、という科学が必要だと思いました。それを考える上で、
それがどう変化していくかについて、「関係子」という概念
を考えたのです。それは、関係のあり方によって自分の存
在のあり方が変わる、という考えです。関係そのものは、い
くらでもつくっていけるから、自分のあり方もどんどんつくっ
ていけるという考えに立つ。そういう「関係子」の集りとし
て生命体をみていこうとしているのです。　
　　
佐多：私どもの会社は、「生命力」をテーマに仕事をして
いますが、先生は、生命力をどんなふうに捉えておられま
すか。　
　
清水：生命というのは、「冗長性」とも関係しているんで　

すが、非常に複雑な多くの自由度を、自分でコントロールし、
全体で調和をとっていく性質がある。そこが物質的なシス
テムと違うところですね。人間というのは、「冗長性」があ
って、お互いの多様性、自由度を認めるところに意味があ
るんです。さきほどの「ゆらぎ」という言葉を使えば、ゆらぐ
ことのできる豊かなものを残して、しかもそれを相互に認め
る、これが非常に大切なことだと思います。そこから創造
性なり、実りなりが出てくると思うんです。　
　　
佐多：生命力というのは、ある意味では自己不安定、不
完結な状態を保ち続けるために必要なエネルギーを、とぎ
れなく供給していくことだとおっしゃっていますが。　
　　
清水：完全なものがいいという考え方は、僕は機械論的
な考えだと思うんです。機械であれば、絶対故障してはい
けないし、完全に設計されていなければならない。だが、
その機械が完全であるということは、最初から決められて　
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いる設計の限界があるということです。　
　創造というのは、「ゆらぎ」というか、非常に沢山の自由
度の中から、非常に沢山のものを引きだしていく。そこに
夢なり可能性なりがあるわけですから、完全であっては困
るんです。自分の中に、沢山のまだわかってないものを、
たえずつくり、発見していくということが大切です。そのた
めには、完結していてはまずい。絶えず自分を不完結にし
なければならない。それは若くあるということと同じだと思
います。そのためには知的エネルギーが必要です。その
エネルギーは、ただ取り込むだけではなくて、あるものを捨
てるということがあって、それでエネルギーを取り込んでい
くことができるんじゃないか。そういう知的エネルギーの中
に身を置くことが必要です。　
　　
佐多：不安定な状態が非常に大事だということは、逆に
自分の不安定性をつくるというか、悩みとか不安を持ち続
ける、あるいは謙虚な姿勢を貫くというように、「祈り」の精
神に通じるようなことを感じるんですが。　
　
清水：不安であり、不安定であるということは、病的、ある
いは不幸な状態だと思いがちなんですが、私はそれは素
晴らしい状況だと思います。問題は、その不安定性の解
消の仕方なんですが、そこで重要なのは、自分の目の高
さだと思うんです。そこで、「祈り」の考え方、これはやはり
自分を低いところに置いて謙虚な姿勢でみるということで
すね。それにより、私は、より広いところが見えるんだと思
います。　
　　
佐多：生命に関する研究が進み、様々なことがわかるよ
うになりましたが、同時にわからないことも増えているよう
に思います。　
　　
清水：分子生物学の行き方の特徴は、機械論的な考え
だと思います。つまり、ミクロから積み上げていけば、生命
がわかるんだという考え方です。ところが、単に要素をとっ
て、じゃあどう積み上げるかといわれても、積み上げ方が
沢山あるんです。そこに何か調和をつくるには、もう一つ
何か、いわば上からの「トップダウン」の働きが必要で、そ
れが生命の特徴であると思います。それが何であるかに
ついては、現代の科学は十分示し得ていないんです。　
　しかし、本当の意味でトッブダウン的なものがどこまでわ
かるかについて、私は自信がないんです。科学では、ある　

種の客観化を必要としますから、そこからどうしても洩れ落
ちるものがあるし、それらは仮説として持っていざるをえない。　
　私たちは「場」というような言葉で示していますが、場合
によっては、それが、「神」とか「仏」という言葉になったり
するわけです。ただ「神」とか「仏」というもののあり方は、
人間の歴史の中で、いろんな色がついてきているわけで
すから、もう一度、その本質を見なければいけない。「場」
という考えには、上の方から選択していこうという考えが入
っているわけです。全体性をみて、その中での創造が最
大になるように、自分がある選択をしようという方針を与え
るものが、「場」だと思うんです。「場」の研究というのは、
私はこれから非常に重要になると思います。　
　　
佐多：これから、どんな研究をされるおつもりですか。　
　　
清水：ひとつには、今、時代の指針となる哲学というものが、
世界的にみてもないんじゃないかと思うんです。そういう
哲学が必要なんです。それがあるとすれば、生命というも
のの中から出てこなければいけないと思います。非常に
多様性と複雑性とに富んだ生命、そういう視点から、その
あたりをもっと探求したいのです。それは、近代西洋科学
の中だけでは探せない可能性がある。だからといって、東
洋にあるかといったら、疑問を感じるわけです。それだけの
多様牲をとことん考えていないと思うんですね。そのあた
りを、過去に考えてきたことをもとにして、少しでも考えたい
と思います。科学をするというわけではなくて、科学的な
考えの中で力点を少し変えていくことをやりたいのです。
生命の問題は、ますます重要になると思います。　
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